
令和４年度第１回久留米市社会福祉審議会 

障害者福祉専門分科会開催会議録（要旨） 

 

開催概要 

 

１ 開催日時：令和４年５月１１日（水曜日） １９時３０分～２０時 

２ 会  場：職員会館メルクス ２階会議室  

３ 出 席 者：委員   ８名  内川委員・坂井委員・湯淺委員・古賀(勝子)委員・ 

村地委員・片岡委員・松瀬委員・下川委員 

         ：事務局  ３名 （障害者福祉課）平林課長・下津浦課長補佐・石橋主査 

４ 欠 席 者：委員  ２名  古賀(としかず)委員・吉田委員 

５ 傍 聴 者：なし 

 

 会議次第 

 

１ 開会 

２ 分科会長の選出（互選） 

３ 副分科会長の選出（指名） 

【議事】 

４ 説明事項 

（１）障害者福祉専門分科会の役割・運営について 

（２）今後のスケジュールについて 

５ 報告事項 

（１）久留米市社会福祉審議会障害者福祉専門分科会審査部会開催状況について 

６ 閉会 

 

配付資料 

 

資料① 障害者福祉専門分科会 委員名簿 

資料② 障害者福祉専門分科会の所管事項 

資料③ 障害者福祉専門分科会審査部会諮問件数（令和２・３年度） 

 

議事録 

 

１ 開会 

・事務局から、過半数の委員が出席していることにより、会議が成立していることを 

報告 



  ・障害者福祉課長あいさつ 

・事務局紹介 

 

２ 分科会長の選出 

・委員の互選により、片岡委員を分科会長に選出 

・分科会長あいさつ 

 

３ 副分科会長の選出 

・分科会長から、内川委員を副分科会長に指名 

・副分科会長あいさつ 

 

【議事】 

４ 説明事項 

・事務局から、障害者福祉専門分科会の役割・運営について説明 

・事務局から、今後のスケジュール及び審査部会について説明 

 

５ 報告事項 

・事務局から、久留米市社会福祉審議会障害者福祉専門分科会審査部会の開催状況につ 

いて説明 

（質疑） 

A 委員 資料３（１）の実績について、２５件、２９件は会議を開催した回数か。 

事務局 諮問した件数の合計となっており、人数と同義である。 

A 委員 会議はどれくらい開催しているか。 

事務局 ２ヵ月に１回の頻度であり、年間６回開催した。 

A 委員 資料３（２）の合計欄について、申請者総数より件数が多いのは、重複して申請 

する方がいるからか。 

事務局 そのとおりである。 

B 委員 資料３（４）の審査請求について、該当なしとのことだが、過去にどのようなケ 

ースがあるか。 

事務局 身体障害の等級認定は、指定医師の診断書・意見書の内容を、認定基準に基づき

審査して行うが、認定が困難な場合等については当該審査部会に諮問している。 

例えば、指定医師は 2 級と診断したが、審査部会での審議結果により３級に下が

るようなケースに、申請者本人から認定結果に対して疑義の申し出があれば市から

理由を説明するが、納得されなければ審査請求が行われる場合がある。 

指定医師の診断よりも等級が下がることは珍しくなく、ご不満に感じ疑義の申し

出があるケースは多数あるが、現在多くは市の説明でご納得いただいているところ

である。 



（その他） 

A 委員 審査部会もこの分科会のメンバーで行うのか。 

事務局 審査部会の臨時委員は別途指名するため、この分科会の委員とは異なる。ただし、

松瀬委員だけは審査部会の委員となっている。 

 

６ 閉会 

・片岡分科会長のあいさつにて終了 

 


